
-令和６年度全国学力・学習状況調査概要説明-

１ 調査について

実施日 令和６年４月１８日（木）

２ 柏市調査結果概要

実施教科 小学６年 国語 算数
中学３年 国語 数学
共通 児童生徒質問紙調査

小学校 国語 小学校 算数

中学校 国語 中学校 数学

⚫多くの児童が取り組めている記述問題もあるが、目的や意図に応じて、自分の考えが伝わるようにするための書き
表し方の工夫に課題がある。伝えたいことを明確にし、客観的な事実を取り上げることで考えをより深めていくことが
できるようにすることが大切である。
⚫人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることができている。

国
語

⚫図形について基礎的・基本的な知識・技能は身に付いているが、深い理解を伴う知識の習得やその活用には課題
がある。図形を構成する要素を見いだし、活用できるように指導することが必要である。

結果のポイント 小学校

⚫多くの生徒が取り組めている記述問題もあるが、目的に応じた内容になっていない解答も見られる。自分が表現し
た内容を確認し、目的に照らし合わせて改善することができるよう指導することが大切である。

国
語

⚫一次関数について、基礎的・基本的な知識・技能は身に付いていると考えられるが、問題解決の過程を数学的な
表現を用いて説明することに困難がみられる。問題解決する場面を設定し、表、式、グラフなど数学的な表現を用いて
説明できるように指導することが大切である。

数
学

算
数

結果のポイント 中学校
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３ 課題がみえた問題と、指導改善のポイント

「たてわり遊び」に関する高山さんの文章の空欄に、次の条件に合わせた内容を書く。
条件①「たてわり遊び」のよさについて考えたことを書くこと。
条件②下級生に聞いたことから言葉や文を取り上げて書くこと。

柏市正答率 53.3％ 無回答率 ５．３％ 全国正答率 56.6％小学校 国語 大問２ 二

自分の考えと理由や事例との関係を明確にしたり、事実と感想、意見とを区別して、
自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫したりすることに関する以下のような指導
の充実が大切である。
⚫文章を書く目的や意図に応じて伝えたいことを明確にし、客観的な事実を取り上げる
ことで考えをより深めていくことができるようにする指導の充実
⚫取り上げた事実が、自分の考えを裏付けるものになっているかどうかを振り返り、事
実と考えとの関係を明確にできるようにする指導の充実

「たてわり遊び」と「運動会」は、どちらも １年生から
６年生までが同じ「たてわりはん」で活動していて、
みんなが仲良しになる。このことが学校の一番のよ
さだと思うから、文章に書こう。

【高山さんの考え】

指導改善のポイント

目的や意図に応じて、自分の考えが伝わるようにするための書き表し方を工夫すること
に課題がある。

分析のポイント
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柏市正答率 36.9％ 無回答率 11.2％ 全国正答率 36.5％

直径22cmの球がぴったり入る立方体の体積を求める式を書く。

小学校 算数 ３ （３）

身の回りの形から図形を捉え、図形を構成する要素を見いだし、体積を求めるための
必要な情報を判断できるようになることが重要である。

指導改善のポイント

球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式に
表すことに課題がある。

分析のポイント
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中学校 国語 大問１ 四 柏市正答率 ４７．９％ 無回答率 1５．１％ 全国正答率 ４９．３％

言語活動を通して、適切な機会を捉えながら、話し手が伝えたいことを確かめたり、
足りない情報を聞き出したりするなどしながら、目的や状況に応じて自分の考えをまと
められるように指導することが大切である。

指導改善のポイント

必要に応じて自分の考えをまとめる力に課題がある。

分析のポイント

【
話
し
合
い
の
一
部
】
の
山
岡
さ
ん
の
最
後
の
発
言
を
受
け
て
、あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う
な
考
え
を
述
べ
ま
す
か
。

次
の
条
件
１
と
条
件
２
に
し
た
が
っ
て
、実
際
に
話
す
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。

条
件
１

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
現
象
の
特
徴
に
つ
い
て
取
り
上
げ
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
本
を
選
び
た
い
か
を
具
体
的

に
書
く
こ
と
。

条
件
２

【
話
し
合
い
の
一
部
】
の
誰
の
発
言
と
結
び
付
く
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。

【話し合いの一部】
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10cmの位置から進んだ距離の分布から、「速さが段階１から段階５まで、だんだん速く
なるにつれて、１０ｃｍの位置から進んだ距離が長くなる傾向にある」と主張できる理由を、
１０ｃｍの位置から進んだ距離の分布の５つの箱ひげ図を比較して説明する。

中学校 数学 7 （２） 柏市正答率 24.９％ 無回答率 32.２％ 全国正答率 25.9％

複数のデータを整理し、代表値を求めたり、グラフで表したりして、その結果をもとに
データの分布の特徴や傾向を読み取って判断し、表現する活動を授業に取り入れる。

指導改善のポイント

四分位数や四分位範囲といった箱ひげ図の基本的な特徴の理解について課題がある。

分析のポイント
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◆ICTを活用した学習状況

◆ICT機器活用の効力感

【小学校】 【中学校】

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、児童生徒
一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器を、授業で
どの程度活用しましたか

＜全国との比較＞

＜学校質問紙＞

(1) 自分のペースで理解しながら
学習を進めることができる

肯定的回答の割合
児童8５.６%（全国8５.５%）
生徒８１．９%（全国80.2%）

(2) 分からないことがあった時に、
すぐ調べることができる

肯定的回答の割合
児童9２.7%（全国9２.１%）
生徒9５.４%（全国9３.9%）

(3) 楽しみながら学習を進めること
ができる

肯定的回答の割合
児童8４.１%（全国8６.０%）
生徒8１.8%（全国8２.４%）

(4) 画像や動画、音声等を活用する
ことで、学習内容がよく分かる

肯定的回答の割合
児童88.５%（全国89.8%）
生徒89.３%（全国89.０%）

(5) 自分の考えや意見を分かりやすく
伝えることができる

肯定的回答の割合
児童78.６%（全国79.２%）
生徒79.7%（全国77.7%）

(6) 友達と考えを共有したり比べたり
しやすくする

肯定的回答の割合
児童8４.６%（全国8６.１%）
生徒8６.３%（全国8６.２%）

(7) 友達と協力しながら学習を進める
ことができる

肯定的回答の割合
児童87.３%（全国87.１%）
生徒8６.２%（全国8５.２%）

柏市ではICT機器の活用が進んで
います。活用の効力感も全国を上回る
回答が多い結果となりました。ICT機器
は文房具の一部として、学習で有効活
用されています。

対象：小学校６年生・中学校３年生（児童生徒質問紙）
柏市内小中学校（学校質問紙）

４ 質問紙調査結果の概要
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◆主体的・対話的で深い学びの視点による学習への取組状況等

【小学校】 【中学校】

小学校5年生（中学校１、２年生）までに受けた授業では、課題の
解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか

【小学校】 【中学校】＜全国との比較＞

＜経年変化＞

肯定的回答の割合（柏市）
児童 R4 77.6%

R5 80.4%
R6 83.6%

肯定的回答の割合（国）
児童 R4 77.3%

R5 78.8%
R6 81.9%

肯定的回答の割合（国）
生徒 R4 79.2%

R5 79.2%
R6 80.3%

肯定的回答の割合（柏市）
生徒 R4 78.7%

R5 78.4%
R6 83.4%

＜学校質問紙＞

＜児童生徒質問紙＞

＜全国との比較＞

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、授業において、
生徒の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問
や指導をしましたか
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【小学校】 【中学校】

小学校５年生まで(中学校１、２年生のとき)に受けた授業では、
各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる
活動を行っていましたか

＜全国との比較＞

＜経年変化＞

肯定的回答の割合（柏市）
児童 R4 71.6%

R5 ７５．０%
R6 ８０．２%

肯定的回答の割合（国）
児童 R4 7２．２%

R5 ７４．４%
R6 ７９．６%

肯定的回答の割合（国）
生徒 R4 ６７．４%

R5 ６９．１%
R6 ７５．４%

肯定的回答の割合（柏市）
生徒 R4 ６７．３%

R5 ６５．５%
R6 ７７．９%

＜児童生徒質問紙＞

柏市の「主体的・対話的で深い学びの視点による学習への取組
状況」は、学校質問紙、児童生徒質問紙共に、肯定的な回答が国
の結果を上回りました。
柏市では今後とも、「個別最適な学び」「協働的な学び」に関する
研修を実施し、主体的・対話的で深い学びに向けた授業づくりに
努めます。

※ 全国学力・学習状況調査の分析結果について
本調査は必ずしも過去の学習内容全体を網羅するものではなく、把握できるのは、あくまでも個々の学力の
特定の一部分であることを申し添えます。
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